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巻 頭 言

「和歌山国体」を
次のステップへ！

関係各位の皆様におかれましては、日頃より本県スポーツの振興に御尽力いただき、厚く御礼申
し上げます。

さて、「2015紀の国わかやま国体」におきましては、天皇杯順位が42位という結果に終わりました。
昨年が、19 位という素晴らしい結果の後だけに、落胆の感は否めませんが、最後まで諦めずに戦っ

ていただいた皆様に、心より敬意を表したいと思います。このような結果になったことは、色々な
理由があると思いますが、本当の実力がまだ身に付いていなかったということかもしれません。真
摯に反省し、研究を重ね、次年度の岩手国体に繋げていただきたいと思います。

このような厳しい環境の中ではありましたが、素晴らしい結果を残していただいた競技団体もあ
りました。

団体競技では、サッカー成年男子が県勢初の 2 連覇を達成しました。また、弓道成年男子が近的
種目で 2 位、柔道成年男子団体、空手道組手団体が 4 位に入賞し、その実力を十分に発揮してくれ
ました。

個人競技では、ゴルフ少年男子の関凌之介選手（日章学園高校）、陸上競技少年女子 A ハンマー
投げのメイン桜選手（県立宮崎工業高校）、ボクシング競技少年男子の齋藤麗王選手（日章学園高校）
が頂点に立ちました。なお、関選手につきましては 2 連覇という偉業を達成しております。

競技団体別にみると、ボクシング競技で 4 選手が入賞し、ウエイトリフティング競技で、出場選
手全員が入賞を果たすなど、競技に対する意識の高さを証明してくれました。

 課題としては、皇后杯最下位であった「女子競技力の強化」があげられます。選手の発掘・育成
を含め、戦略の見直しが急務となっています。

また、九州ブロック大会で僅かの差で敗退し、本戦を逸したケースも見られました。これは、「粘
り」の欠如であると考えられます。最後まで諦めない精神を日頃から養っていくことが大切だと思
います。

スポーツは、常に実力以上の目標に向かって挑戦することが肝要であり、勝負に対する考え方を「九
州ブロック突破」から「本国体で勝ち抜くこと」へマインドセットしていく必要があると思います。

11 年後の「2 巡目宮崎国体」も内々定となりました。和歌山国体の結果をしっかりと受け止め、
現状の競技力を認識した上で、努力していくことが望まれます。

最後になりますが、スポーツで県民に元気を与え、スポーツの力で宮崎を変えていこうではあり
ませんか。今後も引き続き、関係各位の御協力をお願い申し上げます。

公益財団法人宮崎県体育協会

会  長 佐 藤 　 勇 夫
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昭和 54 年の「日本のふるさと宮崎国体」から今年で
36 年が経過し、加盟団体等から 2 巡目の国民体育大会
開催に向けた声が上がる中、昨年度、本会では「2 巡
目国体開催調査検討委員会」を立ち上げ、様々な観点
から国民体育大会招致に向けた協議を進めてきました。

その流れを受けて、平成 26 年 8 月には加盟団体会
長会を開催し、平成 38 年を視野に「2 巡目国体招致」
に向けた気運を盛り上げることを全会一致で決議しまし
た。さらに、平成 27 年 1 月には臨時理事会・評議員
会を開催し、平成 38 年第 81回国民体育大会の招致を
決議しました。そして、2 月には、佐藤会長他 4 名の
副会長も同席し、河野県知事、福田県議会議長に「平
成 38 年第 81回国民体育大会」の宮崎県招致に関する
要望書を提出し、本会としての熱意を伝えました。

その後、2 月定例県議会で河野県知事が「第 81回国
民体育大会・第 26 回全国障害者スポーツ大会」の本
県招致を表明したことで、3 月には、県議会と県教育委
員会においても、「第 81 回国民体育大会・第 26 回全
国障害者スポーツ大会の招致に関する決議」を議決し
て、「第 81回国民体育大会・第 26 回全国障害者スポー
ツ大会」の本県招致が正式に決まりました。

今年度に入ると、4 月17 日（金）に、河野俊嗣県知
事を始め、県体育協会佐藤勇夫会長、飛田洋県教育長、
城野豊隆県障害者スポーツ協会会長が同行し、下村博
文文部科学大臣に「開催要望書」を提出するとともに、
公益財団法人日本体育協会にも要望書を提出しました。

これを受け、6 月 11 日（木）に開催された平成
27 年度日本体育協会第 1 回国体委員会において、「開
催要望書提出県」として了解され、さらに 7 月 22
日（水）に開催された日本体育協会第 3 回理事会で
も「開催要望書提出県」として了解されました。「開
催要望書提出県」として了解されたことは、本県が
いわゆる「国体開催内々定」を得たことになり、今
後は、県を中心に大会開催年 5 年前（平成 33 年）
の大会開催地内定に向け、諸準備に万全を期してい

くことになります。
本県での国民体育大会開催は、前回大会から 47

年ぶりの開催となりますが、本県で国民体育大会を
開催することは、県民に夢と希望と感動を与えるこ
とになります。

そのためには、本県選手の活躍が不可欠であり、
本会では、それに向けて、今後もより一層の競技力
向上に努め、天皇杯・皇后杯の獲得に全力を注いで
いくとともに、競技団体の組織の充実を図りながら、
競技運営にも万全を期していきたいと考えます。

今後も、県民の皆様のご理解とご支援をいただき
ながら、関係競技団体等と力を合わせ、着実に準備
を進めて参りたいと思います。

平成38年 第81回国民体育大会・
第26回全国障害者スポーツ大会
宮崎県開催内々定!!

日体協への提出の様子

文部科学省への提出の様子
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平成27年度 公益財団法人 宮崎県体育協会役員
区　分 氏　　名 役職・所属団体名 区　分 氏　　名 役職・所属団体名

会長理事 佐 藤 　 勇 夫 株 式 会 社 宮 崎 銀 行 相 談 役 評議員 佐 藤 　 安 一 県 銃 剣 道 連 盟
副会長理事 野 﨑 　 伸 一 公益財団法人宮崎市体育協会長 〃 濵 上 　 紀 子 県 フ ェ ン シ ン グ 協 会

〃 廣 田 　 　 彰 県スポーツ指導者協議会会長 〃 那 須 　 　 司 県 ボ ー ト 協 会
〃 中 馬 　 光 久 県 カ ヌ ー 協 会 会 長 〃 野 村 　 光 秋 県 ア ー チ ェ リ ー 協 会
〃 塩 月 　 光 夫 宮崎ガス株式会社代表取締役社長 〃 橋 口 　 昭 彦 県 セ ー リ ン グ 連 盟

専務理事 川 﨑 　 重 雄 公益財団法人宮崎県体育協会 〃 富 永 喜 美 夫 県 ホ ッ ケ ー 協 会
理事 杉 元 　 雅 代 NPO法人東大宮スポーツクラブ事務局長 〃 深 水 　 憲 一 県 空 手 道 連 盟
〃 田 代 　 長 茂 県スポーツ推進委員協議会副会長 〃 久 保 　 貴 嗣 県 ス ケ ー ト 協 会
〃 原 田 　 種 英 県 ス ポ ー ツ 少 年 団 本 部 長 〃 佐 澤 　 　 勲 県 ス キ ー 連 盟
〃 串 間 　 敦 郎 一般財団法人宮崎県陸上競技協会理事長 〃 椎 葉 紀 代 子 県 な ぎ な た 連 盟
〃 俣 野 　 秀 幸 宮 崎 日 日 新 聞 社 運 動 部 長 〃 末 安 　 純 平 県 カ ヌ ー 協 会
〃 尾 﨑 　 勝 博 県スポーツ医・科学委員会副委員長 〃 日 高 　 俊 文 県 ボ ウ リ ン グ 連 盟
〃 谷 口 　 英 彦 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 会 長 〃 松 浦 　 牧 男 県 少 林 寺 拳 法 連 盟
〃 齋 藤 　 豊 光 県アイスホッケー連盟選手強化委員長 〃 吉 田 　 詔 一 県 四 半 的 弓 道 連 盟
〃 坂 元 　 憲 一 県 卓 球 協 会 副 会 長 〃 西 村 　 忠 喜 県 ゲ ー ト ボ ー ル 協 会
〃 原 口 　 宏 史 県 ボ ウ リ ン グ 連 盟 理 事 長 〃 図 師 　 文 明 県 ア イ ス ホ ッ ケ ー 連 盟
〃 矢 野 　 節 男 県 剣 道 連 盟 理 事 長 〃 窪 田 ひ と み 県 ミ ニ バ レ ー ボ ー ル 協 会
〃 島 原 　 正 光 県 柔 道 連 盟 副 会 長 〃 菊 池 　 政 雄 県 グ ラ ウ ン ド・ ゴ ル フ 協 会
〃 伊 東 　 尊 見 県 水 泳 連 盟 名 誉 会 長 〃 兵 頭 　 三 郎 県 武 術 太 極 拳 連 盟
〃 松 浦 　 茂 晴 県 ミ ニ テ ニ ス 協 会 理 事 長 〃 切 畑 　 孝 俊 県 ゴ ル フ 協 会
〃 本 田 　 達 弘 西 臼 杵 郡 体 育 協 会 副 会 長 〃 奥 口 　 一 人 県 ト ラ イ ア ス ロ ン 連 合
〃 大 原 　 　 勉 児 湯 郡 体 育 協 会 会 長 〃 福 田 　 紀 行 県 綱 引 連 盟
〃 鶴 田 　 輝 夫 一般財団法人都城市体育協会副会長 〃 宮 川 　 泰 也 県 ミ ニ テ ニ ス 協 会
〃 福 添 　 忠 義 串 間 市 体 育 協 会 会 長 〃 中 村 　 義 浩 NPO 法 人 県 サ ー フ ィ ン 連 盟
〃 巣 立 　 勝 弘 県 中 学 校 体 育 連 盟 会 長 〃 松 下 　 國 英 県 パ ー ク ゴ ル フ 協 会

監事 村 吉 　 和 久 公益財団法人宮崎市体育協会専務理事 〃 斉 藤 　 　 誠 公益財団法人宮崎市体育協会
〃 東 長 　 達 也 元 県 立 学 校 事 務 会 会 長 〃 甲 斐 　 国 征 一般社団法人延岡市体育協会

評議員 湯 前 　 英 則 一般財団法人宮崎陸上競技協会 〃 山 元 　 博 司 一般社団法人都城市体育協会
〃 杉 村 　 隆 寿 県 水 泳 連 盟 〃 渡 邊 　 眞 一 日 南 市 体 育 協 会
〃 山 形 　 圭 二 県 バ レ ー ボ ー ル 協 会 〃 堀 之 内 真 澄 小 林 市 体 育 協 会
〃 佐 藤 　 末 喜 県 軟 式 野 球 連 盟 〃 瀧 井 　 　 修 日 向 市 体 育 協 会
〃 當 瀬 　 純 一 県 ソ フ ト テ ニ ス 連 盟 〃 岡 留 　 　 浩 串 間 市 体 育 協 会
〃 丸 田 　 哲 生 県 卓 球 協 会 〃 馬 渡 　 和 利 西 都 市 体 育 協 会
〃 重 信 　 和 行 県 弓 道 連 盟 〃 宮 田 　 弘 子 え び の 市 体 育 協 会
〃 宮 永 　 泰 宏 県ラグビーフットボール協会 〃 松 岡 　 雄 三 児 湯 郡 体 育 協 会
〃 戸 田 　 光 義 一般社団法人宮崎県サッカー協会 〃 甲 斐 　 哲 也 西 臼 杵 郡 体 育 協 会
〃 佐 多 　 裕 之 一般社団法人県バスケットボール協会 〃 椎 葉 　 清 吉 東 臼 杵 郡 体 育 協 会
〃 吉 田 　 忠 司 県 剣 道 連 盟 〃 蓬 原 　 正 嗣 北 諸 県 郡 体 育 協 会
〃 武 田 　 哲 郎 県 相 撲 連 盟 〃 吉 田 　 紀 雄 西 諸 県 郡 体 育 協 会
〃 二 見 　 宗 保 県 体 操 協 会 〃 田 中 　 俊 正 東 諸 県 郡 体 育 協 会
〃 勝 野 雄 一 郎 県 馬 術 連 盟 〃 木 宮 　 浩 二 県 高 等 学 校 体 育 連 盟
〃 水 久 保 春 好 県 ク レ ー 射 撃 協 会 〃 鬼 島 　 秀 晃 県 高 等 学 校 野 球 連 盟
〃 古 里 　 亜 夫 県 山 岳 連 盟 〃 石 崎 　 一 幸 県 中 学 校 体 育 連 盟
〃 押 川 　 尚 生 県 ソ フ ト ボ ー ル 協 会 〃 二 宮 　 茎 子 県 レ ク リ エ ー シ ョ ン 協 会
〃 德 永 　 英 敏 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 〃 城 野 　 豊 隆 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会
〃 迫 田 　 義 次 県 テ ニ ス 協 会 〃 帖 佐 　 悦 男 県体育協会スポーツ医・科学委員会
〃 田 代   均 県ウエイトリフティング協会 〃 岡 崎 　 武 継 県 ス ポ ー ツ 施 設 協 会
〃 税 所 　 健 好 県 ハ ン ド ボ ー ル 協 会 〃 柳 田 　 哲 宏 公益財団法人みやざき観光コンベンション協会
〃 末 吉 　 龍 孝 県 自 転 車 競 技 連 盟 〃 宮 元 　 章 次 宮 崎 公 立 大 学
〃 渕 ノ 上 文 也 県 レ ス リ ン グ 協 会 〃 堅 山 　 秀 行 県 小 学 校 体 育 連 盟
〃 川 崎 　 清 次 県 ラ イ フ ル 射 撃 協 会 〃 日 吉 　 基 晶 県 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会
〃 荻 原 　 利 文 県 ボ ク シ ン グ 連 盟
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平成27年度
公益財団法人宮崎県体育協会実施事業（4月〜10月）

4/  8（水） 第1回県民総合スポーツ祭実行委員会
KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

4/16（木） 第1回スポーツ少年団中央大会実行委員会

4/22（水） チャレンジマッチ第1回常任委員会・総会・
第2回競技部会

KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

4/24（金） 第1回選手強化対策会議 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園合宿所

4/27（月） 加盟団体事務事業説明会・国体事務担当者会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

4/30（木） H28九州ブロック大会第3回準備委員会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室5/11（月） 第1回企画委員会、競技力向上対策委員会

5/12（火） スポーツ少年団常任委員会

KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室
5/13（水） H28九州ブロック大会競技団体担当者会

5/14（木） 第2回県民総合スポーツ祭実行委員会

5/16（土）・17（日） スポーツ少年団認定員養成講習会

5/18（月） 第1回スポーツ医・科学委員会 宮崎県医師会館

5/20（水） 強化指定証交付式・第2回選手強化対策会議 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

5/25（月） 第1回普及委員会

KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

6/  3（水） 第1回総務委員会

6/  4（木） 第1回スポーツ指導者協議会理事会

6/  9（火） チャレンジマッチ第3回競技部会

6/10（水） 第1回理事会

6/11（木） 第2回スポーツ少年団中央大会実行委員会
市町村本部長会、事務担当者会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

第１回医・科学委員会 第３回選手強化対策会議　エディー・ジョーンズ氏
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  6/12（金） H28九州ブロック大会会場地担当者会
KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室  6/19（金） スポーツ指導者協議会、機関誌編集部会

  6/24（水） 定時評議員会

6/27（土）・28（日） 第6回宮崎チャレンジマッチ 宮崎市総合体育館、宮崎県体育館

  6/30（火） H28九州ブロック大会第1回実行委員会設立総会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

  7/  2（木） 九州ブロック大会夏季大会団旗授与式 県企業局県電ホール

  7/  3（金） 第3回選手強化対策会議、国体出立会 ホテルメリージュ 

  7/  5（日） 第51回県スポーツ少年団中央大会開会式 KIRISHIMAツワブキ武道館

7/23（木）〜25（土） ジュニアリーダーズスクール 青島青少年自然の家

  8/  3（月） 九州ブロック大会秋季大会団旗授与式 県庁講堂 

  9/  2（水） H28九州ブロック大会競技団体・会場地担当者合同会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

  9/  4（金） 第3回スポーツ少年団中央大会実行委員会 KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

  9/14（月） H28九州ブロック大会第1回常任委員会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室  9/16（水） チャレンジマッチ第2回常任委員会・総会

  9/18（金） 国民体育大会結団壮行式 県体育館

10/13（火） 第2回スポーツ指導者協議会理事会 KIRISHIMAヤマザクラ県総合運動公園
受付・案内所2F大会議室

10/15（木） 第3回県民総合スポーツ祭実行委員会
KIRISHIMAツワブキ武道館大会議室

10/16（金） スポーツ少年団第2回常任委員会・指導者協議会

10/25（日） エンジョイスポーツフェスティバル 県内4会場

第 51 回県スポーツ少年団中央大会開会式 H28 九州ブロック大会競技団体・会場地合同会議
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　平成27年度公益財団法人宮崎県体育協会スポーツ功労賞・優秀賞・奨励賞・推進賞の表彰式が、6月6日（土）、
KIRISHIMA ヤマザクラ宮崎県総合運動公園内「KIRISHIMA 木の花ドーム」において行われました。
　宮崎県体育協会表彰とは、多年にわたり本県体育・スポーツの普及・振興に寄与され、その功績の顕著な方
をスポーツ功労者として、また、国内外のトップレベルの大会で優秀な成績を収めた方をスポーツ優秀者とし
て、そして、国内外のトップレベルに準ずる優秀な成績をあげた方にスポーツ奨励賞として、県民に感動を与え、
また本県の発展に貢献された方をスポーツ推進者として表彰するものです。受賞者は以下のとおりです。

大嶋　一誠
一般財団法人宮崎陸上競技協会理事

宮崎陸上競技協会理事として、本県の競
技普及と競技力向上に尽力した。

菅　　薫
元宮崎市スポーツ少年団空手道種目専門部長

県内の空手道の普及・振興を図り、優秀
な指導者を多数育成した。	

湯浅　貞治
元宮崎県グラウンド・ゴルフ協会理事

元県グラウンド・ゴルフ協会理事として、
健全な協会運営に貢献した。

猪股　整
前宮崎県高等学校野球連盟理事長

県高野連理事長として、競技力向上、財
政改革、式典改革等に尽力した。

長濱　美津哉
前宮崎県高等学校体育連盟会長

県高体連会長として、県内の学校体育・ス
ポーツ活動の発展に多大なる貢献をした。

田中　和廣
宮崎県軟式野球連盟常務理事

県軟式野球連盟常務理事として、組織の
充実、事業の運営、執行に尽力した。

坂元　資佳
元宮崎県グラウンド・ゴルフ協会代表監事

元県グラウンド・ゴルフ協会代表監事と
して、健全な協会運営に貢献した。	

濱田　雅巳
延岡市卓球協会副会長

延岡市卓球協会副会長として、協会の底
辺の拡大や技術の向上に貢献している。

山口　尊將
元一般社団法人宮崎県サッカー協会副会長

本県サッカー界の社会人チームの基礎を
作り、サッカー競技の普及に尽力した。

佐多　裕之
前宮崎県高等学校体育連盟定通専門部長

県高体連定通部部長として、県内の学校体育・
スポーツ活動の発展に多大なる貢献をした。

島田　優子
宮崎県四半的弓道連盟事務局長

県四半的弓道連盟事務局長として、大会
運営や各支部への指導に貢献した。	

中川　栄一
宮崎県ハンドボール協会副会長

県ハンドボール協会副会長として、強化・
普及、指導者育成に尽力した。	

スポーツ功労賞（個人）

公益財団法人
宮崎県体育協会表彰
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スポーツ功労賞（20名/1団体）

中村　祐希
株式会社宮崎銀行

第 16 回アジアジュニア陸上競技選手権
大会女子 1500m2 位

前野　舞
筑波大学

第 30 回日本ジュニア陸上競技選手権大会
女子ジュニアやり投２位※県新記録（50 ｍ 99）	

西川　義孝
一般社団法人宮崎県サッカー協会理事

県サッカー協会理事として、施設設備や
様々な事業に精力的に取り組んだ。

本田　充生
ルネサンス宮崎

日本スポーツマスターズ 2014 テニス競技
個人戦男子シングルス（35 歳以上）優勝

黒木　健
前宮崎県レスリング協会会長

県レスリング協会会長として、選手育成
や普及・発展に貢献した。	

矢野　貞彦
宮崎県ラグビーフットボール協会顧問

国体少年監督として、人材育成及び競技
力向上に尽力した。

大井手　義雄
宮崎県ソフトテニス連盟常任理事

県ソフトテニス連盟常任理事として、ソフトテニス
の普及に尽力し国際交流を通して宮崎県を PR した。

黒木　沙織
中外製薬株式会社

第 37 回全国高等専門学校テニス選手権
大会個人戦女子シングルス優勝

鶴留　光明
宮崎県相撲連盟副会長

県相撲連盟副会長として、県内のみなら
ず、全国・九州の普及及び発展に尽力した。

黒川　雅代
宮崎県警察

第 47 回全日本女子弓道選手権大会２位

東園　二明
前宮崎県中学校体育連盟会長

県中体連会長として、教科体育及び部活
動指導等に多大な貢献をした。

笠野　謙二 ( 故人 )
元宮崎県ラグビーフットボール協会監事

国体少年監督として、人材育成及び競技
力向上に大きく貢献した。

肥後　欣子
九州レディースソフトテニス理事長

九州レディースソフトテニス理事長とし
て、レディースの普及・発展に尽力した。

清山　ちさと
筑波大学大学院

2014 日本学生陸上競技個人選手権大会
女子 100 ｍハードル２位

スポーツ優秀賞（個人）

スポーツ功労賞（団 体）

串間市グラウンド・ゴルフ協会
生涯スポーツ団体として、他の団体のリーダー的なモデル協会である。
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川名　修徳
宮崎県弓道連盟

●第 65 回全日本弓道大会教士の部２位

西村　拳
近畿大学

●第 14 回アジアジュニア & カデット
U-21 空手道選手権大会男子組手 78㎏級
優勝●2014 世界 karate1 プレミアリー
グ沖縄大会男子組手 75㎏級 3 位

矢野　秀幸
宮崎県パワーリフティング協会

●2014 世界マスターズベンチプレスシ
ングルリフト選手権大会優勝●2014 全
日本マスターズベンチプレス選手権優勝

松田　宏行
宮崎県弓道連盟

●第 65 回全日本弓道遠的選手権大会３位

河野　喜一
日向市空手道連盟

●平成 26 年度全日本障害者空手道大会
形・組手優勝

竹ノ内　佑也
筑波大学

●第 62 回全日本剣道選手権大会優勝
※史上最年少優勝

廣田　彰
宮崎大学

●第 53 回全日本教職員バドミントン選
手権大会 70 歳以上男子単優勝● 第 31
回全日本シニアバドミントン選手権大会
70 歳以上男子単準優勝旭化成　ソフトボール部

第 60 回全日本総合男子ソフトボール選手権大会　第３位

瓜生野ソフト OB　第 11 回全九州一般男子ソフトボール大会優勝

一般財団法人弘潤会野崎東病院
国民体育大会へスポーツドクター
及びアスレティックトレーナーを
10 年以上派遣し、本県選手団の活
躍に大きく貢献した。
社会医療法人同心会古賀総合病院
国民体育大会へアスレティックト
レーナーを 10 年以上派遣し、本県

選手団の活躍に大きく貢献した。
宮崎大学医学部整形外科
国民体育大会へスポーツドクター
及びアスレティックトレーナーを
10 年以上派遣し、本県選手団の活
躍に大きく貢献した。
一般社団法人藤元メディカルシステ
ム藤元総合病院

国民体育大会へスポーツドクター
及びアスレティックトレーナーを
10 年以上派遣し、本県選手団の活
躍に大きく貢献した。
医療法人社団紘真会押川整形外科医院
国民体育大会へスポーツドクター
を 10 年以上派遣し、本県選手団の
活躍に大きく貢献した。

河添　俊司
旭化成延岡陸上部

●第 69 回九州陸上競
技選手権大会　
男子 10000 ｍ優勝

原田　尚明
県立みなみのかぜ支援学校

●第 69 回九州陸上競技
選手権大会　男子棒高
跳優勝（大会タイ記録）

松田　優美
環太平洋大学

●第 69 回九州陸上競
技選手権大会
女子 200 ｍ優勝

●スポーツ優秀賞（13名/1団体）

●スポーツ推進賞（５団体）

●スポーツ奨励賞（３名/１団体）

スポーツ奨励賞（個人）

スポーツ推進賞

スポーツ奨励賞（団体）

スポーツ優秀賞（団体）
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事務局　今回の日本スポーツグランプリ受賞おめでとうご
ざいます。84歳になっても陸上競技を続けられ、マスター
ズ陸上選手権大会において世界新記録を樹立されましたが、
泥谷さんが陸上競技を始められたきっかけを教えてください。

泥谷氏　若い頃から走ることが好きで陸上競技を始めまし
た。地区の運動会にも積極的に参加をしていましたが、26
歳で心臓病を患い走ることを中断しました。そのような中、
1993年に宮崎市で開かれた世界ベテランズ大会への出場
を誘われ、健康のために再び走ることを始めました。

事務局　日頃の練習の回数や時間はどれくらいか教え
てください。

泥谷氏　仕事が終わってほぼ毎日、練習をしています。ま
た、仕事のかたわら時間をみつけてはストレッチをしていま
す。練習は、夏は午後6時から、冬は午後5時からと決
めています。競技場での練習では準備運動の後に、ウォー
ミングアップをかねて競歩に取り組んでいます。夏場は
400mトラックの外側を5本、冬場は10本、タイム設定
して走り込んでいます。

事務局　日頃の練習で特に注意している点がありましたら
教えてください。

泥谷氏　スピードを意識して取り組んでいます。また、腕
を大きく振ること、足を大きく前に出すことを意識して練習
しています。
　スタートでは、いかに真っ直ぐに足を出すか、そして体
がブレないように最後まで走りきるかを意識しながら練習
しています。

事務局　スポーツ（陸上競技）を通しての人生観をお聞
かせください。

泥谷氏　陸上競技は人生そのものだと考えています。私

は70歳の時に75歳になった際には、そのクラスの日本記
録を樹立しようと目標を立てました。しかし、72歳の時に
胃がんを患い、練習ができなくなりましたが、ここで諦め
てはいけないと考え、75歳になって再び練習を始めました。
手術で練習が出来なかったために、体の筋肉が落ちていま
した。そこで、まず腹筋を徹底的に鍛え、トラックの練習
を始めました。78歳で日本新記録を樹立し、80歳で世界
新記録を樹立しました。必ず成し遂げるという強い心をもっ
て取り組めば、目標は達成できるのだと改めて感じること
ができました。

事務局　これからの目標についてお聞かせください。
泥谷氏　自分が頑張る姿で、若い人達に夢を与えたいと
考えています。現在200mと400mで世界記録を保持して
います。来年85歳を迎えます。この85歳のクラスで世界
記録を保持している種目と合わせて5つの世界記録（100m、
200m、400m、走幅跳、60m）を樹立したいと考えています。

事務局　最後に、さまざまなスポーツで頑張っている小中
高校生に一言お願いします。

泥谷氏　練習や試合で悩んだりすることもあるかと思いま
す。でも、自分で選んだ道は目標に到達するまで諦めない
で欲しいです。自分の弱い心に負けない強い心をもって頑
張って欲しいです。どんなに厳しい状況でも決して人のせ
いにして投げ出したり、諦めたりはして欲しくないですね。

事務局　泥谷さんありがとうございました。更なる御活躍
を期待しております。

取材を終えて…練習が始まる前に取材をお願いしました。取材後、
泥谷さんは、小雨が降る中、黙 と々練習に取り組まれていました。
より良い走りを追求する姿勢、志を高く持ち目標達成に向けて諦
めない強い意志を感じる取材となりました。まさにアスリートとし
ての姿がそこにありました。

　日本スポーツグランプリとは、長年にわた
りスポーツを継続して活動され、当該スポー
ツにおいて、中高年齢層の顕著な記録や実績
を挙げるなど、国内外で高い評価を得た方に
対して、その功績を讃え表彰するものです。
今回は全国で 10名の方が受賞され、本県か
らは、陸上競技を続けられている、泥谷久光
さんが受賞されました。

第10回
日本スポーツグランプリ受賞

泥
ひ じ

谷
や

　久
ひ さ

光
み つ

さん
84歳　木城町在住
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清　澄隆
宮崎神武館（第 2）スポーツ少年団（宮崎市）

　昭和 60 年から平成 25 年まで
永年にわたり指導者として団員
の健全な育成に努めました。

田代　英敏
西池ブルドックスポーツ少年団（宮崎市）

　昭和 61 年から指導者として少
年団活動をとおして団員の健全
な育成に努めました。

高橋　義照
高橋柔道（三股町）

瀬戸山　浩二
高橋柔道（三股町）

田上　孝行
藤岡野球（三股町)

房安　生二
日南ACジュニア

（日南市）

平角　達美
ななつばえ陸上クラブ

（日南市）

鈴木　義隆
日知屋東サッカー

（日向市）

湊　眞一郎
宮崎市スポーツ少年団

元：白虎 （宮崎市）

●日本スポーツ少年団指導者顕彰１名　日本スポーツ少年団感謝状表彰１名

●宮崎県スポーツ少年団功労賞（個人）７名

宮崎県スポーツ少年団
指導者表彰

日本スポーツ少年団
指導者顕彰

日本スポーツ少年団
感謝状表彰

　平成27年度日本スポーツ少年団指導者表彰、宮崎県スポーツ少年団指導者・単位団表彰が、7月5日（日）
第 51 回宮崎県スポーツ少年団中央大会総合開会式で行われました。
　多年にわたり本県スポーツ少年団の発展に寄与され、その功績の顕著な方または団体に贈られたこの
表彰を、宮崎県スポーツ少年団原田種英本部長が表彰を行いました。

日本スポーツ少年団・県スポーツ少年団
指導者・単位団表彰
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三股西少女バレーボール（三股町）

ななつばえ陸上クラブ（日南市）

田野陸上（宮崎市）　

田野剣道（宮崎市）　 空手道叢林塾（国富町）

日南ＡＣジュニア（日南市）

三財少女バレー（西都市）

舞鶴柔道（宮崎市）

木脇サッカー（国富町）

宮崎県スポーツ少年団
単位団表彰

●宮崎県スポーツ少年団功労賞（団体）９団体
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都道府県名 順　位 男女総合（天皇杯）
和 歌 山 1 位 2257
東 京 2 位 2052.5
愛 知 3 位 1977.5
埼 玉 4 位 1904.5
大 阪 5 位 1806.5
神 奈 川 6 位 1626
千 葉 7 位 1528.5
福 岡 8 位 1519.5
北 海 道 9 位 1393
京 都 10 位 1293.5
岡 山 11 位 1222.5
兵 庫 12 位 1215.5
愛 媛 13 位 1203.5
長 野 14 位 1150.5
岐 阜 15 位 1130.5
岩 手 16 位 1099
長 崎 17 位 1070.5

都道府県名 順　位 男女総合（皇后杯）
東 京 1 位 1121
和 歌 山 2 位 999.5
大 阪 3 位 963.5
愛 知 4 位 942.5
埼 玉 5 位 803
千 葉 6 位 749.5
神 奈 川 7 位 729.5
兵 庫 8 位 694.5
北 海 道 9 位 670.5
愛 媛 10 位 665
岐 阜 11 位 658
福 岡 12 位 625
広 島 13 位 624.5
静 岡 14 位 610.5
岡 山 15 位 608.5
岩 手 16 位 598
長 野 16 位 598

● 第 70 回大会（和歌山県）　天皇杯順位

● 第 70 回大会（和歌山県）　皇后杯順位

都道府県名 順　位 男女総合（天皇杯）
熊 本 18 位 1038.5
栃 木 19 位 1029
静 岡 20 位 1015.5
広 島 21 位 1000.5
群 馬 22 位 997.5
宮 城 23 位 956.5
滋 賀 24 位 940
大 分 25 位 930.5
福 井 26 位 920.5
三 重 27 位 918
山 口 28 位 904.5
石 川 29 位 887
香 川 30 位 879
福 島 31 位 866
茨 城 32 位 839
奈 良 33 位 834.5
山 梨 34 位 818.5

都道府県名 順　位 男女総合（皇后杯）
京 都 18 位 597
群 馬 19 位 569
長 崎 20 位 547.5
熊 本 21 位 542
宮 城 22 位 537
三 重 23 位 502
福 井 24 位 500.5
茨 城 25 位 488.5
滋 賀 26 位 486
山 口 27 位 470.5
大 分 28 位 468.5
山 梨 29 位 459.5
鳥 取 30 位 459
栃 木 31 位 454.5
佐 賀 32 位 440
鹿 児 島 33 位 437
香 川 34 位 433.5

都道府県名 順　位 男女総合（天皇杯）
富 山 35 位 807
山 形 36 位 801.5
鹿 児 島 37 位 799.5
秋 田 38 位 774.5
新 潟 39 位 767
青 森 40 位 722.5
鳥 取 40 位 722.5
宮 崎 42 位 707.5
佐 賀 43 位 687.5
島 根 44 位 648.5
沖 縄 45 位 633
徳 島 46 位 605.5
高 知 47 位 576.5

都道府県名 順　位 男女総合（皇后杯）
福 島 35 位 430.5
石 川 36 位 430
富 山 37 位 425
秋 田 38 位 414
山 形 39 位 410.5
新 潟 40 位 405.5
徳 島 41 位 367.5
沖 縄 42 位 356
青 森 43 位 354.5
島 根 44 位 347
高 知 45 位 340
奈 良 46 位 337
宮 崎 47 位 334.5

第70回 国民体育大会
紀の国わかやま国体

　「躍動と歓喜、そして絆」のスローガンのもと、第70回国民体育大会「紀の国
わかやま国体」が和歌山県を中心に、9月26日（土）から10月6日（火）の日程で開催されました。（競泳、セーリング競技は
会期前、バスケットボールは会期直前に実施）宮崎県からは、29競技、405名の選手団を派遣し、熱戦を繰り広げました。
　天皇杯順位30位台中盤を目標に頑張りましたが、42位という結果に終わりました。
　しかし、サッカー競技「成年男子」とゴルフ競技「関凌之介選手」が大会2連覇を達成し、陸上競技少年女子ハンマー投げで
は「メイン桜選手」が見事な一投で優勝しました。さらに、ボクシング競技ライト級「齋藤麗王選手」の優勝は、選抜大会、イ
ンターハイ、国体のグランドスラムとなるなど、記憶に残る大会となりました。
　県民の皆様の声援、ありがとうございました。県勢の結果は以下のとおりです。
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東日本大震災復興支援
第70回国民体育大会の結果

1. 総合成績（男女総合 : 天皇杯）

天皇杯得点　　707.5 点　　42 位　 　（昨年 1001.0 点　19 位）
皇后杯得点　　334.5 点　　47 位　 　（昨年　414.5 点　41 位）

2. 成績の推移（競技得点）

3. 成年少年・男女別競技得点 （参加点 400 点を含まない）                                 　   　

4　競技種目別
(1)   団体競技

年 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
開催県 兵庫 秋田 大分 新潟 千葉 山口 岐阜 東京 長崎 和歌山
順位 40 36 37 46 41 28 37 38 19 42

競技得点 363.5 419.0 389.0 222.5 329.5 519.0 394.5 378.0 601.0 307.5

平成 27 年 平成 26 年 増減（27-26)
成年男子 171.0

成 年 196.5
成年男子 332.5

成 年 349.5
成年男子  △161.5

成 年 △153.0
成年女子 25.5 成年女子 17.0 成年女子  8.5
少年男子 82.0

少 年 111.0
少年男子 134.0

少 年 251.5
少年男子 △ 52.0

少 年 △140.5
少年女子 29.0 少年女子 117.5 少年女子 △ 88.5

合　　計 307.5
男 子 253.0

合　　計 601.0
男 子 466.5

合　　計 △ 293.5
男 子 △213.5

女 子 54.5 女 子 134.5 女 子 △ 80.0

競　技 種　別 所　属 順　位 競技得点
サッカー 成年男子 選抜（宮崎産業経営大学、ホンダロック、JFC MIYAZAKI、テゲバジャーロ宮崎） 第1位 64.0
弓　道 成年男子 選抜（矢野、後藤、田中） 第2位 21.0
柔　道 成年男子 選抜（旭化成、宮崎県警察） 第4位 25.0
卓　球 少年男子 選抜（内村秀、内村英、龐） 第5位タイ   7.5
剣　道 成年女子 選抜（中武、興梠、長友） 第5位タイ   7.5
弓　道 少年女子 延岡学園高校（栁田、田中、荒木） 第7位   6.0
弓　道 成年女子 選抜（妹尾、市來、野中） 第8位   3.0
ゴルフ 少年男子 選抜（関、菅、山本） 第8位   3.0

6競技8種別　男子5　女子3　昨年（　8競技　10種別　男子8　女子2　） 合 計（昨年度） 137.0（331.5）

※空手道組手団体は成年男子に加算



−14−

第210号　(平成27年12月)

−15−

（２）個人競技
競　技 種　別 選手名（所属) 順　位 競技得点

陸　上

少年女子 メイン（宮崎工業高校） 第1位 8.0
少年男子 田　中（小林高校） 第3位 6.0
成年女子 清　山（筑波大学大学院） 第4位 5.0
少年男子 川　越（宮崎工業高校） 第8位 1.0

計 20.0

水　泳（競泳）
成年男子 松　田（セガサミーホールディングス） 第4位 5.0

計 5.0

ボクシング
少年男子

齋　藤（日章学園高校） 第1位 8.0
井上彪（日章学園高校） 第2位 7.0
井上颯（日章学園高校） 第3位 5.5
湯　場（日章学園高校） 第3位 5.5

計 26.0

ウエイト
リフティング

成年男子

高　尾（自衛隊体育学校） 第3位、第3位 12.0
中　村（みやざき中央支援学校教員） 第2位、第7位 9.0
青　野（日本大学） 第5位 4.0
竹　田（高原町役場） 第8位 1.0

少年男子
矢　野（佐土原高校） 第2位、第3位 13.0
田　中（小林秀峰高校） 第4位、第5位 9.0
小水流（小林高校） 第6位 3.0

計 51.0

レスリング

少年男子
本　田（宮崎第一高校） 第3位 5.5
松　﨑（宮崎工業高校） 第3位 5.5
白　濵（宮崎日大高校） 第5位 2.5

成年男子
川　野（自衛隊体育学校） 第5位 2.5
米　平（三恵海運株式会社） 第5位 2.5

計 18.5

ライフル射撃
成年女子 松　本（宮交シティ） 第4位、第4位 10.0

計 10.0

カヌー
少年女子 竹　下（宮崎商業高校）谷　口（宮崎大宮高校） 第4位 15.0

計 15.0

空手道
団　体

選　抜　八頭司、福　本（宮崎第一高校）
永　島、西　村（近畿大学）
松　本（関西大学）、西　内（心道会）

第4位 25.0

計 25.0

8競技　28種別　男子24　女子4　昨年（9競技　47種別　男子35　女子12） 合　計（昨年） 170.5(269.5)

　※空手道競技団体は個人競技に加算
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競　技 種　別 種　目 氏　名 所　属 結　果　・　記　録 結　果

陸上

成年男子

100m 平田　勝己
中京大学

･予選5組→10秒66（4位）・準決勝→10秒74（7位） 準決勝敗退
110mH 河野　凌太 ・予選2組→14秒66（6位） 予選敗退
走幅跳 矢野　優友 ・決勝→6m95（23位） 第 23 位
砲丸投 申田　真也 東海大学 ・決勝→15m74（13位） 第 13 位
やり投 河野　充志 九州共立大学 ・決勝→68m69（15位） 第 15 位

成年女子

100m 松田　優美 環太平洋大学 ・予選5組→欠場 欠場
5000m 中村　祐希 宮崎銀行陸上部 ・決勝→17分10秒00（18位） 第 18 位
100mH 清山ちさと 筑波大学大学院 ・予選2組→13秒76（2位）・決勝→13秒65（4位） 第 4 位
走幅跳 甲斐　好美 VOLVER ・決勝→6m00（11位） 第 11 位

少年
男子 A

100m 木下　裕貴

県立宮崎工業
高等学校

・予選3組→10秒64（2位）・準決勝3組→10秒79（7位） 準決勝敗退
400m 川越　広弥 ・予選2組→51秒07（7位） 予選敗退

400mH 川越　広弥 ・予選3組→53秒16（1位）・準決勝2組→52秒59（3位）・決勝→55秒11（8位） 第 8 位
ハンマー投 宮本琳一朗 ・決勝→55m89（12位） 第 12 位

少年男子 B
100m 和藤　一真 ・予選2組→11秒18（5位） 予選敗退
砲丸投 甲斐　達也 ・決勝→13m84（17位） 第 17 位

少年男子 A 5000m 今西　駿介
県立小林高等学校

・決勝→14分28秒47（13位） 第 13 位
少年男子 B 3000m 田中　康靖 ・決勝→8分23秒94（3位） 第 3 位
少年男子 A

走幅跳
田中幹三郎 県立日向高等学校 ・決勝→6m73（24位） 第 24 位

少年男子 B 甲斐　大雅 日南学園高等学校 ・決勝→6m03（29位） 第 29 位
成少年共通女子 走高跳 長崎　百華

県立宮崎商業高等学校
・決勝→記録なし 記録なし

少年女子 A 100m 田代なる実 ・予選2組→12秒56（7位） 予選敗退
少年女子 B 100mH 河野　志歩 ・予選2組→14秒49（5位）・準決勝2組→14秒31（6位） 準決勝敗退
少年女子 A ハンマー投 メイン　桜 県立宮崎工業高等学校 ・決勝→54m57（1位） 第 1 位
少年女子 B 100m 大村　果夢 県立宮崎商業高等学校 ・予選2組→13秒06（7位） 予選敗退
少年女子 A 3000m 下田平　渚 県立小林高等学校 ・決勝→9分31秒16（14位） 第 14 位
成少年共通男子 4 × 100m

リレー
宮崎県選抜（平田・木下・和藤・川野） ・予選3組→40秒50（4位）・準決勝2組→40秒75（6位）

準決勝敗退
成少年共通女子 宮崎県選抜（甲斐・大井・福元・清山） ・予選4組→46秒63（2位）・準決勝1組→46秒92（8位）

水泳
（競泳）

成年男子
400m 自由形

松田　丈志 セガサミーホール
ディングス（株）

・予選2組→3分53秒65（2位）・決勝→3分52秒02（4位） 第 4 位

100m 自由形 ・予選3組→51秒44（7位）

予選敗退

少年男子 A
50m 自由形 池下　肇一 県立宮崎南高等学校 ・予選3組→24秒82（9位）

200m 平泳ぎ 原口　拓也 県立延岡青雲高等学校 ・予選1組→2分24秒28（9位）

少年男子 B 100m 自由形 菊池　玲希 県立宮崎西高等学校 ・予選1組→54秒52（3位）

少年男子 A
400m メドレー R 宮崎県選抜（門田・原口・渕・池下） ・予選3組→3分58秒37（8位）

800mR 宮崎県選抜（渕・池下・原口・門田） ・予選1組→8分00秒73（9位）

少年男子 B
400mR 宮崎県選抜（菊池・長沼・早田・川崎） ・予選1組→3分47秒01（7位）

400m メドレー R 宮崎県選抜（長沼・川崎・早田・菊池） ・予選2組→4分05秒45（8位）

サッカー 成年男子 団体 宮崎県選抜 ・1回戦→宮崎県3-0三重県・準々決勝→宮崎県2-1高知県
・準決勝→宮崎県3-2東京都・決勝→宮崎県2-1京都府 第 1 位

テニス

成年男子

団体

宮崎県選抜（染矢・小村） ・1回戦→宮崎県2-0群馬県・2回戦→宮崎県0-2大阪府 2 回戦敗退

成年女子 宮崎県選抜（高橋・齋藤） ・1回戦→宮崎県0-2茨城県 1 回戦敗退

少年男子 宮崎県選抜（小泉・畑中） ・2回戦→宮崎県0-2静岡県 2 回戦敗退

少年女子 宮崎県選抜（坂本・竹之内） ・2回戦→宮崎県2-1福岡県・3回戦→宮崎県0-2山口県 3 回戦敗退

ボート

成年男子
ダブルスカル

山田　隆盛 宮崎大学医学部
・予選C組→3分58秒92（4位）・敗者復活→4分07秒20（3位） 敗者復活戦

敗退山下　尚也 東海大学

少年男子
兒玉　紘明 県立高鍋高等学校 ・予選D組→3分38秒73（4位）・敗者復活→3分39秒54（2位）

準決勝敗退
押川　海斗 県立宮崎商業高等学校 ・準決勝A組→3分37秒10（4位）

少年女子 舵手つきクォドルプル 宮崎県選抜（落合・松島・坂本・藤田・藤元） ・予選C組→3分59秒85（5位）・敗者復活→4分04秒50（3位） 敗者復活戦敗退

ボク
シング 少年男子

ライトフライ級 中垣龍太朗

日章学園高等学校

・1回戦→中垣（宮崎）【判定負】永田（熊本） 1 回戦敗退

フライ級 井上　　彪 ・1回戦→井上（宮崎）【判定勝】須藤（北海道）・準々決勝→井上（宮崎）【判定勝】鈴木（東京）
・準決勝→井上（宮崎）【判定勝】稲元（栃木）・決勝→井上（宮崎）【判定負】堤（千葉） 第 2 位

バンタム級 井上　　颯 ・2回戦→井上（宮崎）【判定勝】松下（広島）・準々決勝→井上（宮崎）【判定勝】金子（東京）
準決勝→井上（宮崎）【判定負】今永（奈良） 第 3 位

ライト級 齋藤　麗王 ・2回戦→齋藤（宮崎）【判定勝】高橋（新潟）・準々決勝→齋藤（宮崎）【判定勝】前田（岡山）
・準決勝→齋藤（宮崎）【判定勝】森下（京都）・決勝→齋藤（宮崎）【判定勝】佐藤（東京） 第 1 位

ライトウェルター級 湯場　海樹 ・1回戦→湯場（宮崎）【判定勝】北浜（香川）・準々決勝→湯場（宮崎）【判定勝】杉本（京都）
・準決勝→湯場（宮崎）【判定負】荒本（奈良） 第 3 位

バスケットボール 少年女子 団体 宮崎県選抜 ・2回戦→宮崎県75-61広島県・3回戦→宮崎県57-70三重県 3 回戦敗退

宮崎県選手団成績一覧①第 70 回 国民体育大会
『2015 紀の国わかやま国体』
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宮崎県選手団成績一覧②第 70 回 国民体育大会
『2015 紀の国わかやま国体』

競　技 種　別 種　目 氏　名 所　属 結　果　・　記　録 結　果

レス
リング

成年
男子

フリースタイル 65㎏級 比江島研吾 日本体育大学 ･2回戦→比江島（宮崎）【Tフォール負】前田（福島）
2 回戦敗退

グレコローマンスタイル 66㎏級 柴田　慎吾 県立福島高等学校 ・1回戦→柴田（宮崎）【Tフォール勝】市原（大分）・2回戦→柴田（宮崎）【Tフォール負】泉（愛媛）

グレコローマンスタイル 98㎏級 米平　安寛 三恵海運株式会社 ・2回戦→米平（宮崎）1-2大坂（秋田）
第 5 位

フリースタイル 57㎏級 川野　陽介 自衛隊体育学校 ・2回戦→川野（宮崎）【Tフォール勝】矢野（島根）・準々決勝→川野（宮崎）5-8長谷川（東京）

フリースタイル 74㎏級 椿　　和浩 福岡教育大学大学院 ・1回戦→椿（宮崎）【Tフォール負】保坂（埼玉） 1 回戦敗退
グレコローマンスタイル 130㎏級 黒木　柾統 東洋大学 ・2回戦→黒木（宮崎）0-4河野（三重）

2 回戦敗退

少年
男子

フリースタイル 55㎏級 西國原小太郎 県立日南振徳高等学校 ・1回戦→西國原（宮崎）【Tフォール勝】平野（福井）・2回戦→西國原（宮崎）2-10鹿子島（栃木）

グレコローマン
スタイル 60㎏級 白濵　美宗 宮崎日本大学高等学校 ・1回戦→白濵（宮崎）【不戦勝】不動（大阪）・2回戦→白濵（宮崎）【Tフォール勝】水

口（富山）・準々決勝→白濱（宮崎）0-4上垣（奈良） 第 5 位

フリースタイル 66㎏級 江藤　祐貴 県立福島高等学校 ・1回戦→江藤（宮崎）【内容勝】富田（岩手）・2回戦→江藤（宮崎）【フォール負】馬渡（長崎） 2 回戦敗退
グレコローマン
スタイル 74㎏級 松﨑　勇人 県立宮崎工業高等学校 ・2回戦→松﨑（宮崎）【Tフォール勝】花立（栃木）・準々決勝→松﨑（宮崎）

【Tフォール勝】野本（群馬）・準決勝→松﨑（宮崎）【Tフォール負】林（山梨） 第 3 位

グレコローマンスタイル 84㎏級 松澤　大樹 宮崎日本大学高等学校 ・1回戦→松澤（宮崎）【フォール負】伊井（富山） 1 回戦敗退

フリースタイル 96㎏級 本田　瑛之 宮崎第一高等学校 ・1回戦→本田（宮崎）5-3古澤（群馬）・準々決勝→本田（宮崎）【フォール勝】山岡（滋賀）
・準決勝→本田（宮崎）1-2執行（佐賀） 第 3 位

グレコローマンスタイル 120㎏級 兒玉　大輔 県立宮崎工業高等学校 ・2回戦→兒玉（宮崎）1-5本間（大阪） 2 回戦敗退

セー
リング

成年
男子

470 級
島津　久遵

宮崎大学医学部 ・1日目→67点（33位）・2日目→94点（35位）・最終日→159点（34位） 第 34 位
田中　宏明

レーザー級 原竹　優弥 慶応義塾大学 ・1日目→40点（40位）・2日目→126点（44位）・最終日→203点（43位） 第 43 位

国体ウインド
サーフィン級 西岡　秀樹 宮崎県企業局 ・1日目→36点（19位）・2日目→56点（22位）・最終日→94点（21位） 第 21 位

成年
女子

セービング
スピリッツ級

山下　㯃菜 （株）アイ調剤薬局 ・1日目→49点（26位）・2日目→68点（25位）・3日目→95点（26位）
・最終日→116点（25位） 第 25 位

佐土原亜希 安達学園九州ビジュアルアーツ

国体ウインド
サーフィン級 長嶺　弥生 関西医科大学附属枚方病院 ・1日目→30点（15位）・2日目→46点（16位）・最終日→80点（16位） 第 16 位

少年
男子

420 級
門川　証哉

県立日南振徳高等学校 ・1日目→56点（29位）・2日目→85点（29位）・最終日→146点（32位） 第 32 位
中武　悠河

レーザーラジアル級 坂本　瑛樹 県立宮崎海洋高等学校 ・1日目→67点（36位）・2日目→87点（31位）・最終日→152点（34位） 第 34 位

少年
女子

420 級
竹下　萌香

県立日南振徳高等学校
・1日目→45点（23位）・2日目→54点（19位）・3日目→76点（21位）
・最終日→97点（21位） 第 21 位

山下　美紅
レーザーラジアル級 鈴木身祐希 ・1日目→58点（30位）・2日目→89点（32位）・最終日→142点（31位） 第 31 位

ウェイト
リフティ

ング

成年
男子

62㎏級スナッチ
高尾　宏明 自衛隊体育学校

スナッチ　112㎏（3位）
第 3 位

62㎏級　C&J クリーン&ジャーク　143㎏（3位）　トータル　255㎏（3位）
53㎏級スナッチ

中村　友生 県立みやざき
中央支援学校

スナッチ　92㎏（2位） 第 2 位
53㎏級 C&J クリーン&ジャーク　104㎏（7位）　トータル　196㎏（7位） 第 7 位

85㎏級スナッチ
青野　靖希 日本大学

スナッチ　123㎏（15位） 第 15 位
85㎏級　C&J クリーン&ジャーク　161㎏（5位）　トータル　284㎏（8位） 第 5 位

+105㎏級スナッチ
竹田　善彦 高原町役場

スナッチ　141㎏（8位） 第 8 位
+105㎏級　C&J クリーン&ジャーク　記録なし　トータル　記録なし・順位なし 順位なし

少年
男子

62㎏級スナッチ
小水流朋樹 県立小林高等学校

スナッチ　95㎏（9位） 第 9 位
62㎏級　C&J クリーン&ジャーク　118㎏（6位）　トータル　213㎏（7位） 第 6 位

69㎏級スナッチ
田中　裕也 県立小林秀峰高等学校

スナッチ　102㎏（4位） 第 4 位
69㎏級　C&J クリーン&ジャーク　131㎏（5位）　トータル　233㎏（4位） 第 5 位

94㎏級スナッチ
矢野　岳琉 県立佐土原高等学校

スナッチ　118㎏（2位） 第 2 位
94㎏級　C&J クリーン&ジャーク　141㎏（3位）　トータル　259㎏（2位） 第 3 位

自転車

成年
男子

1㎞タイムトライアル
河合　達朗 旭化成メディカルMT（株）

・決勝→1分15秒010（37位） 第 37 位
個人ロード ・決勝→途中棄権 途中棄権

ポイントレース
沼口　竜馬

日本大学

・予選1組→0点（16位） 予選敗退
個人ロード ・決勝→途中棄権 途中棄権
ケイリン 野崎祐一郎 ・1回戦5組→5位・敗者復活1組→2位・2回戦4組→6位 2 回戦敗退

スプリント 松本　一志 ・予選→11秒384（15位）・1/8決勝→2位 準々決勝敗退

少年
男子

ケイリン 中井　康太 県立日向高等学校 ・1回戦4組→5位・敗者復活1組5位 敗者復活戦敗退
スプリント 枝村　弘樹 県立都城工業高等学校 ・予選→11秒982（22位） 予選敗退

1㎞タイムトライアル
清家　由宇 県立延岡工業高等学校

・決勝→1分14秒176（35位） 第 35 位
個人ロード ・決勝→途中棄権 途中棄権

ポイントレース 吉武　慶太 延岡学園高等学校 ・予選2組→棄権 棄権
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競　技 種　別 種　目 氏　名 所　属 結　果　・　記　録 結　果

自転車
少年男子

個人ロード 吉武　慶太 延岡学園高等学校 ・決勝→途中棄権 途中棄権
4㎞速度競走 前畠　佑介 県立都城工業高等学校 ・予選3組→3位・準決勝1組→10位 準決勝敗退

男子
4㎞団体追抜競争 宮崎県選抜（野崎・沼口・清家・前畠） ・予選→4分48秒003（33位）

予選敗退
チームスプリント 宮崎県選抜（河合・松本・中井） ・予選→1分27秒279（42位）

ソフト
テニス

成年男子
団体

宮崎県選抜（鹿島・中村・井口〔介〕・上村・井口〔一〕） ・1回戦→宮崎県0-3岐阜県 1回戦
敗退少年男子 宮崎県選抜（清水・甲斐・井手・古木・寺田） ・1回戦→宮崎県1-2三重県

卓球
成年女子

団体
宮崎県選抜（向山〔歩〕・向山〔那〕・多武） ・2回戦→宮崎県0-3岡山県 2回戦敗退

少年男子 宮崎県選抜（内村〔秀〕・内村〔英〕・龐）
・予選リーグ→宮崎県3-0岐阜県　宮崎県3-0和歌山県　宮崎県3-0宮城県
・決勝T準々決勝→宮崎県1-3石川県 第5位

軟式野球 成年男子 団体 宮崎県選抜 ・1回戦→宮崎県0-7千葉県 1回戦敗退

相撲
成年男子

団体
宮崎県選抜（津田・別府・堀）

・予選1回戦→宮崎県0-3福島県・予選2回戦→宮崎県0-3愛媛県
・予選3回戦→宮崎県1-2山梨県

予選敗退
少年男子 宮崎県選抜（興梠・竹内・甲斐・田岡・渡辺）

・予選1回戦→宮崎県1-4北海道・予選2回戦→宮崎県0-5東京都
・予選3回戦→宮崎県0-5大分県

馬術

成年男子

ダービー競技 福永　拓也 綾町産業活性化協議会
綾馬事公苑 ・決勝→2分03秒08　減点25（18位） 第18位

国体総合馬術競技
松田　靖久 県立都城農業高等学校

・1日目→66.5点（18位）・2日目→減点0点
・最終成績→トータル66.5点（12位） 第12位

トップスコア競技 ・決勝→410点（20位） 第20位
成年女子 ダービー競技 茜ヶ久保知佳 医療法人養気会池井病院 ・決勝→1分51秒81　減点4（13位） 第13位

少年

標準障害飛越競技 磯野　　太 宮崎日本大学高等学校 ・決勝→58秒27　減点4（15位） 第15位
スピードアンドハンディネス競技

仁田脇亜門 宮崎第一高等学校
・決勝→1分25秒92（18位） 第18位

リレー競技 ・決勝→ 1分13秒43　加算秒数12秒（12位） 第12位
磯野　　太 宮崎日本大学高等学校

ダービー競技 仁田脇亜門 宮崎第一高等学校 ・決勝→1分46秒44　減点12（18位） 第18位
トップスコア競技 磯野　　太 宮崎日本大学高等学校 ・決勝→460点（21位） 第21位

フェン
シング 成年男子

フルーレ団体
宮崎県選抜（高橋・市原・曽我部）

・1回戦第9プール→宮崎県0-3青森県　宮崎県1-2栃木県 1回戦
敗退エペ団体 ・1回戦第2プール→宮崎県1-2富山県　宮崎県0-3山梨県

柔道
成年男子

団体
宮崎県選抜（田原・大畑・垣田・増渕・上杉）

・2回戦→宮崎県2-1富山県・3回戦→宮崎県5-0山梨県・準々決勝→宮崎県
1-0栃木県・準決勝→宮崎県1-2埼玉県・3位決定戦→宮崎県0-1福岡県 第4位

少年男子 宮崎県選抜（森田・清家・竹下・立石・熊添） ・2回戦→宮崎県2-2奈良県【内容負】 2回戦敗退

バドミ
ントン

成年女子
団体

宮崎県選抜（宮崎・定宗） ・1回戦→宮崎県2-0山梨県・2回戦→宮崎県0-2三重県 2回戦敗退
少年男子 宮崎県選抜（春成・森園・細山田） ・1回戦→宮崎県1-2福井県 1回戦敗退

弓道

成年男子
団体（遠的）

宮崎県選抜（矢野・後藤・田中）

・予選→107点（18位） 予選敗退

団体（近的）
・予選→22中/24射中（1位）・決勝T1回戦→宮崎県11-8鹿児島県

第2位
・準決勝→宮崎県11-10石川県・決勝→宮崎県9-12長野県

成年女子

団体（遠的）

宮崎県選抜（妹尾・市來・野中）

・予選→103点（13位） 予選敗退

団体（近的）
・予選→17中/24射中（5位）
・決勝T1回戦→宮崎県9-9東京都（宮崎1競射3東京）
・順位決定戦→3中/6射中（8位）

第8位

少年女子
団体（遠的）

宮崎県選抜（柳田・田中・荒木）

・予選→89点（14位） 予選敗退

団体（近的） ・予選→18中/24射中（5位）・決勝T1回戦→宮崎県11-12愛知県
・順位決定戦→4中/6射中（7位） 第7位

ライフ
ル射撃

成年男子

10mS60M
中村　公俊 株式会社宮交シティ

・予選→605.3点（16位） 第16位
10mP60M ・決勝→625.3点（11位） 第11位

CP60M
甲斐　和典 宮崎県警察

・1日目→279点（22位）・決勝→総合557点（25位） 第25位
CP30M ・決勝→274点（38位） 第38位

成年女子
50m3×20W

松本　靖世 株式会社宮交シティ
・予選→564点（8位）・決勝→416.9点（4位）

第4位
50mP60W ・決勝→607.5点（4位）

剣道
成年男子

団体
宮崎県選抜（下窪・鈴木・大重・夏井・川崎） ・2回戦→宮崎県2-3兵庫県 2回戦敗退

成年女子 宮崎県選抜（中武・興梠・長友） ・1回戦→宮崎県2-1埼玉県・2回戦→宮崎県1-2和歌山 第5位
少年女子 宮崎県選抜（小島・尾前・神宮・米良・小迫） ・1回戦→宮崎県1-3神奈川県 1回戦敗退

山岳 成年男子
ボルダリング競技

宮崎県選抜（藤井・尾崎）
・予選→45位

予選敗退
リード競技 ・予選→32位
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競　技 種　別 種　目 氏　名 所　属 結　果　・　記　録 結　果

カヌー

成年女子

スラロームカヤックシングル25ゲート
後藤　由美 地域医療支援病院

江南病院
・決勝→142.28点（15位） 第15位

スラロームカヤックシングル15ゲート ・決勝→129.05点（12位） 第12位
カヤックシングル500m

竹本　智春 武庫川女子大学
・予選3組→2分11秒002（6位）・準決勝2組→2分22秒022（7位）

準決勝敗退
カヤックシングル200m ・予選1組→49秒651（7位）・準決勝2組→50秒989（7位）

少年女子

カヤックシングル500m
大澤　彩美

県立宮崎大宮高等学校
・予選3組→2分12秒873（4位）・準決勝1組→2分26秒937（7位）

カヤックシングル200m ・予選3組→51秒705（2位）・準決勝2組→50秒972（5位）

カヤックペア500m
谷口　夢結 ・予選1組→2分02秒861（4位）・準決勝→2分04秒412（2位）

・決勝→2分11秒959（9位） 第9位
竹下　理奈 県立宮崎商業高等学校

カヤックペア200m
谷口　夢結 県立宮崎大宮高等学校

・予選1組→45秒635（2位）・決勝→48秒161（4位） 第4位
竹下　理奈 県立宮崎商業高等学校

空手道

成少男女 団体 宮崎県選抜
（福本・八頭司・西村・松本・永島・西内）

・2回戦→宮崎県3-0大分県・3回戦→宮崎県3-1奈良県
・4回戦→宮崎県2-0神奈川県・準決勝→宮崎県0-2京都府
・3位決定戦→宮崎県2-3大阪府

第4位

成年男子

組手個人　軽量級 松本　裕也 関西大学 ・1回戦→松本（宮崎）3-0藤田（香川）
・2回戦→松本（宮崎）0-1遠山（千葉） 2回戦敗退

組手個人　中量級 西村　　拳 近畿大学
・1回戦→西村（宮崎）8-0中澤（長野）
・2回戦→西村（宮崎）8-0海老原（茨城）
・3回戦→西村（宮崎）1-4五明（神奈川） 3回戦敗退

組手個人　重量級 西内　真由 心道会 ・2回戦→西内（宮崎）2-0岡本（奈良）
・3回戦→西内（宮崎）3-5藤村（岡山）

成年女子
組手個人

永島　亜純 近畿大学 ・2回戦→永島（宮崎）1-5五明（岐阜）
2回戦敗退少年男子 福本　隆稀

宮崎第一高等学校
・2回戦→福本（宮崎）1-5北村（長崎）

少年女子 八頭司　歩 ・2回戦→八頭司（宮崎）5-6柴田（熊本）
銃剣道 成年男子 団体 宮崎県選抜（竹井・外山・上村） ・1回戦→宮崎県3-0徳島県・2回戦→宮崎県1-2福島県 2回戦敗退

クレー
射撃 成年男子

トラップ団体 宮崎県選抜（酒井・日高・牧野）
・1ラウンド→35（46位）・2ラウンド→70（46位）
・3ラウンド→102（46位）・最終成績→131（46位）

第46位
トラップ個人

日高　誠紀
宮崎県クレー射撃協会

・最終成績→45（137位）
酒井　　但 ・最終成績→51（133位）
牧野　正範 ・最終成績→35（140位）

スキート団体 宮崎県選抜（水久保・渡邊・山村）
・1ラウンド→53（25位）・2ラウンド→112（14位）
・3ラウンド→162（25位）・最終成績→215（28位）

第28位
スキート個人

山村　博嗣
宮崎県クレー射撃協会

・最終成績→67（86位）
水久保春好 ・最終成績→73（70位）
渡邊　修慈 ・最終成績→75（60位）

なぎなた
成年女子

演技競技団体 宮崎県選抜（黒木・宮森）
・1回戦→宮崎県5-0徳島県・2回戦→宮崎県5-0滋賀県
・3回戦→宮崎県0-5福岡県 3回戦敗退

試合競技団体 宮崎県選抜（澄川・黒木・宮森） ・1回戦→宮崎県0-3福井県
1回戦敗退

少年女子 演技競技団体 宮崎県選抜（後藤・中原） ・1回戦→宮崎県0-5三重県

ゴルフ

成年男子

団体 宮崎県選抜（尾崎・菊田・倉本） ・1日目→236（33位）・2日目→228・合計→464（32位）

第32位
個人

尾崎　秀平 日本大学 ・最終成績→154（81位）
菊田　　奨 大阪学院大学 ・最終成績→154（81位）
倉本　賢也 宮崎産業経営大学 ・最終成績→156（99位）

女　子

団体 宮崎県選抜（脇元・山内・永吉）
・1日目→233（15位）・2日目→214
・合計→447（9位）

第9位
個人

脇元　　華 宮崎日本大学高等学校 ・最終成績→141（8位）
山内日菜子 山梨学院大学 ・最終成績→144（15位）
永吉ひな花 宮崎日本大学高等学校 ・最終成績→162（109位）

少年男子

団体 宮崎県選抜（関・菅・山本） ・1日目→221（15位）・2日目→214・合計→435（8位）

第8位
個人

関　凌之介 日章学園高等学校 ・最終成績→137（1位）
菅　　卓人 宮崎日本大学高等学校 ・最終成績→148（42位）
山本　敬三 日章学園高等学校 ・最終成績→150（48位）
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第35回 九州ブロック大会

大分大会
　第 70 回国民体育大会「紀の国わかやま国体」の代
表を決定する「第 35 回九州ブロック大会」が大分県
内 13 市 2 町と熊本県 1 市で開催されました。
　本県は、夏季大会・秋季大会併せて 32 競技に選手・
監督 772 名が参加し、熱戦が繰り広げられました。
17 競技において、「紀の国わかやま国体」の代表権を
獲得しました。

【夏季大会通過競技】
競技名 種別・種目

1 テニス 成年男子
2 テニス 成年女子
3 カヌー 成年女子 スラロームカヤックシングル
4 カヌー 成年女子 カヤックシングル
5 カヌー 少年女子 カヤックシングル
6 カヌー 少年女子 カヤックペア
7 ゴルフ 少年男子
8 ボート 少年男子 ダブルスカル
9 ボート 少年女子 舵手付きクォドルプル
10 馬術 成年男子
11 馬術 成年女子
12 馬術 少年 個　人

【秋季大会通過競技】
競技名 種別・種目

1 サッカー 成年男子
2 ボクシング 少年男子
3 ウェイトリフティング 成年男子
4 ソフトテニス 少年男子
5 軟式野球 成年男子
6 柔  道 少年男子
7 バドミントン 少年男子
8 弓  道 成年男子
9 弓  道 成年女子
10 弓  道 少年女子
11 ライフル射撃 成年女子 50m3 × 20W
12 剣  道 成年女子
13 剣  道 少年女子
14 クレー射撃 成年（スキート）
15 卓  球 少年男子

平成 27 年度 国民体育大会
第 35 回九州ブロック大会
代表権獲得一覧表（大分大会 )

ブロック 1 位通過
ライフル射撃競技・松本選手

代表権を獲得した
ゴルフ競技少年男子チーム
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平成27年度
みやざき県民総合スポーツ祭

※※

※※

※※

※※

※※

※※

※※

※※

平成 27 年度　みやざき県民総合スポーツ祭大会結果一覧

西都市：佐々木理恵氏（陸上競技）の選手宣誓

宮崎市内のスポーツ少年団による県旗の入場

各市町村選手団

ぼんちくん

　本年度も、平成 27 年 6 月 6 日（土）KIRISHIMA 木の花ドームにて、みやざき県民総合
スポーツ祭の総合開会式が開催されました。翌日の 7 日（日）をメイン開催日として、宮崎
市を中心に 8 市 6 町 1 村 71 会場で実施されました。
　各市町村の入場行進も年々盛り上がりを見せており、ご当地のイメージキャラクターが活
躍していました。競技は、本年度からウォーキングが新たに参加となり、県民体育大会の部
49 競技とスポーツ・レクリエーションの部 12 競技の計 61 競技の大会となり、約 1 万 7
千人が参加しました。
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※※

※※

※※

※※

※※
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※※

※※ ※※ ※※ ※※

※※ ※※ ※※

※※ ※※ ※※

※※ ※※ ※※

※※ ※※ ※※

※※

※※

※※

※※

宮崎学園高等学校吹奏楽部による
マーチング演奏とＴＭバトンチームの共演

ザッキー、チキなん番長

表彰式の様子
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日向A日向A 宮崎B宮崎B 日向Z(３位 )日向 Z(３位 ) 延岡A(４位 )延岡A(４位 )

※※ ※※ ※※ ※※

※※ ※※ ※※ ※※

※※ ※※ ※※ ※※

平成 27 年度　みやざき県民総合スポーツ祭大会結果一覧

※個人種目の成績・結果については、本会ホームページで掲載しておりますのでご覧下さい。

本会ホームページ URL  http://www.miyazakiken-taikyo.jp/
→「地域スポーツ振興」→「みやざき県民総合スポーツ祭結果」
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女子と男子の部で実施された今回の大会
は、女子が大阪府の「金蘭会高等学校」、
男子は同じく大阪府の「大阪府立大塚高等
学校」を招待して行いました。金蘭会高等
学校は、春の高校バレー、全国高校総体、
国民体育大会では単独チームで見事に優勝
し、３冠を達成している日本一のチームで
す。男子の大阪府立大塚高等学校も、全国
上位入賞の常連校であり、全国屈指の強豪
校が来県してくれました。

バレーボール教室の様子
講師には、それぞれの招待
チームの監督、模範は選手
にしていただきました。小
中学生には、貴重な体験に
なりました。

 第 6 回宮崎チャレンジマッチ「バレーボー
ル競技」を、宮崎日日新聞社・MRT 宮崎放送・
UMK テレビ宮崎・県教育委員会・県体育協
会の主催で、6 月 27 日 ( 土 ) から 2 日間に
わたり、宮崎市総合体育館をメイン会場に
開催いたしました。

この事業は、全国でもトップの競技力を誇る
高校の強豪チームを招待し、本県の有望な高校
生チームとの招待試合や県内小中学生を対象に
交流イベント等を実施することにより、スポー
ツに対する関心を高め、同時に競技力向上を目
指そうとするものです。

第６回 宮崎チャレンジマッチ

バレーボール競技
Program

●大会前日6/27（土）
◎開会式　13:30〜13:50　宮崎市総合体育館
◎バレーボール教室　14:00〜15:30

宮崎県体育館（小中学生男子）
宮崎市総合体育館（小中学生女子）

◎交流試合　15:40〜17:00
宮崎県体育館（本県男子選抜vs大阪府立大塚高校）
宮崎市総合体育館（本県女子選抜vs金蘭会高校）

●大会当日6/28（日）
◎開始セレモニー　    9:30〜  9:50　宮崎市総合体育館
◎チャレンジマッチ　 10:00〜14:50　宮崎市総合体育館
◎表彰式及び閉会式　15:00〜15:20　宮崎市総合体育館
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対する本県は、県高校総体終了後に、本国
体出場と入賞を目標に結成された選抜チーム
で挑みました。結果的には、選抜男女とも勝
利することはできませんでしたが、レベルの
高いゲームが展開され、今後につながるゲー
ム内容となりました。本県の選手・指導者及
び県バレーボール協会の役員の方々にとっ
て、このイベントは貴重な経験となったこと
と思います。今後の更なる活躍を期待します。

女子両チーム（全員）

男子両チーム（全員）

開始セレモニー

チャレンジマッチ

表彰式及び閉会式
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平成27年度 第51回
宮崎県スポーツ
少年団中央大会

スポーツ少年団便り

　第 51 回宮崎県スポーツ少年団中央大会は、7 月
5 日（日）KIRISHIMA ツワブキ武道館にて総合開会
式を開催しました。競技では KIRISHIMA ヤマザク
ラ宮崎県総合運動公園をメイン会場に 3 市 2 町（宮
崎市・延岡市・小林市・門川町・綾町）で 7 月 4 日
( 土 ) 〜 26 日 ( 日 ) の期間、参加 3,769 名の団員が
18 競技で熱戦を繰り広げました。

代表団員による日本スポーツ少年団綱領唱和

ミニバスケットボール競技（綾てるはドーム）

バレーボール競技男子（綾てるはドーム）

陸上競技（ハイビスカス陸上競技場）

剣道競技（ツワブキ武道館）

川井田和人　教育次長あいさつ
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　第 51 回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　団体
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　第51回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　個人
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　第51回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　個人
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　第51回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　個人
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　第51回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　陸上
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　第51回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　水泳１
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　第51回宮崎県スポーツ少年団中央大会 競技結果　水泳２
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レスリング男子 グレコローマン 98㎏級
所　属／三

さん

恵
え

海
かい

運
うん

出　身／鹿児島県霧島市 
出身校／都城高等学校 日本体育大学

( 取材日 平成 28 年 7 月 6 日 )

米
よ ね

平
ひ ら

 安
や す

寛
ひ ろ

選手

　2020 年に東京で 56 年ぶりのオリンピックが開
催されます。そこで、今号より東京オリンピック
に出場が有望視され、本県に所縁のあるアスリー
トにスポットを当てる企画をお送りいたします。
　記念すべき 1 回目のアスリートは、レスリング
男子グレコローマン 98㎏級の米平安寛選手です。

事務局 「遅咲きのエリート」として世間
から注目されていますが、そもそもレス
リングを始めたきっかけはなんですか?
米平選手 中学時代はサッカー部に所属
していました。高校進学後は、勉強に専
念するために部活動には所属していま
せんでした。しかし、大きくて頑丈な体
をレスリング部の南正昭監督に見出され
て、半強制的（笑）にレスリング部に入
部させられました。練習時間も1日1時間
以下で、全国高校総体もクジ運に恵ま
れ、ベスト8に入ることができました。
　ところが、ある合宿で大学生と一緒に
なり、自分も強くなりたいという気持ち
が沸いてきました。そしてレスリングで
は監督の勧めもあり、最高の環境にある
日本体育大学に進学しました。ただその
頃は、「日本代表になる」という思いは
ありませんでした。
事務局 そうだったんですね。それが
今では日本代表にまでなったというこ
とは、素質もそうですが、言葉では表

現できない程の努力を重ねられたんで
すね。
　2020年東京オリンピックのターゲッ
ト選手ですが、来年のリオディジャネイ
ロオリンピックの出場についてはどうお
考えですか?
米平選手 リオのオリンピックに出場する
には、今の実力では厳しいと思っていま
す。ただ必死に努力をしています。世界
で5枠の出場権だけに、厳しい状況では
ありますが、悔いの残らないように頑張
りたいです。
事務局 是非とも県民の皆様の期待に応
えていただけるように、持てる力を十分
に発揮してください。
　他の選手と比べると競技年数や海外
での経験などは少ないと思いますが、そ
れをハンディと感じることがありますか?
米平選手 特に思うことはありません。競
技年数が少ないからこそ自分にはまだま
だ伸びしろがあると思います。
事務局 その向上心が米平選手の原動

力ですね。
　米平選手がトップアスリートになった
秘訣とはなんですか?
米平選手 試合に臨むにあたり、常に
100%のパフォーマンスを発揮できるよ
うになりました。特にハンマー投げの室
伏選手の本を参考にしながら、自己管理
方法を学んでいます。
事務局 自己管理は非常に大切なことで
すね。健康面の管理はもちろんのこと、
一流のアスリートはルーティンワークを
とても大切にしていますね。それがメン
タル面にも影響し、心を整えることにも
繋がってくるのでしょうね。
　最後にラスベガスで行われる世界選
手権に向けて、抱負をお願いします。
米平選手 リオディジャネイロオリンピッ
クに出場するために、今まで頑張ってき
ました。何としても出場権を獲得し、県
民の皆様によい報告をしたいです。
事務局 心より期待しています。本日はど
うもありがとうございました。

　とても素直な好青年という印象を受けました。大きな体から時折見せる笑顔は、人柄の良さを感じました。その素直さ故、
少ない競技経験にも関わらず様々な方々の教えをスポンジのように吸収し、日本代表までなったのでしょう。
　ただここから更に厳しい道が待っているのは事実ですが、米平選手なら持ち前の向上心と素直さで乗り越えてくれると思います。
　8月に行われました世界選手権では、残念ながらリオディジャネイロオリンピックの代表権を獲得することはできません
でした。オリンピック出場へ向けて更なる活躍を期待しております。

取材を
終えて

目指せ!

東京オリンピック



−34−

第210号　(平成27年12月)

−35−

スポーツと歯科

スポーツ選手・愛好家の
お口の健康の回復と維持

　お口が健康な状態とは、虫歯や歯周病、その他のお口

の中の異常がない状態ですが、なぜ、スポーツ選手・愛

好家にとってお口を健康に保つことが重要なのでしょう

か？お口の中の異常の代表である、虫歯・歯周病で説明

したいと思います。

　虫歯や歯周病はみなさんご存知の通り、お口の中の細

菌によってもたらされる感染症です。虫歯がある程度進

行すると元の健康な状態に戻ることがなく、どんどん進

行していきます。最初の頃は痛みがないのですが、進行

が進むと歯がしみたり、歯が痛くなったり、顔がはれた

りします。さらに進行させてしまうと、あごの骨への感

染や、最悪の場合死につながることもあります。スポー

ツの現場での虫歯の影響としては、痛みによる集中力の

低下や不眠、歯と歯が咬んでいる部分の面積の減少に伴

う筋力低下、虫歯により鋭くなった歯による口のけがな

どがあげられます。また、小学生の運動能力と虫歯の関

係を調べた研究（図 1）では、身体能力に優れる児童で

は身体能力の劣る児童に比べて虫歯が少ないというデー

タも示されています。

歯周病も虫歯と同じく進行が進むと元の状態には戻りま

せん。

　最初のころは、歯ぐきの腫れ、歯磨きのときに出血す

る、歯石がついているという状態ですが、進行すると歯

ぐきの痛み、歯の動揺、歯の脱落が生じます。最近の研

究では、歯周病の原因菌が歯ぐきの中の血管に入り、糖

尿病、高血圧、心疾患、脳血管疾患にも悪影響を与える

ことが知られています。歯周病のスポーツへの影響とし

そえじま矯正歯科　院長　副島和久
宮崎県スポーツ医・科学委員会委員

スポーツに歯科はあまり必要が無いと思ってい
る人は多いと思います。今回、スポーツと歯科
というテーマで原稿の依頼があり、少しでもス
ポーツの現場で歯科を利用していただければと
思い、お引き受けさせていただきました。

スポーツ医・科学委員会便り

図 1

1

スポーツに対する歯科医療の関わりですが、大きく分けて4つの貢献が考えられます
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ては、痛みによる集中力の低下や不眠、歯が咬み合う面

積の減少に伴う筋力低下、歯の動揺や喪失に伴う食事摂

取の困難などがあげられます。

　お口の中が不潔で、虫歯、歯周病の原因菌が多い状態

になると、免疫機能が低下することが知られており、イ

ンフルエンザなどの感染症にもかかりやすくなります。

　現在、オリンピック出場選手などのメディカルチェッ

クでは歯科も健診の項目に入っています。大会期間中に

お口の中の異常によって努力が無にならないように、競

技シーズン前に歯科健診を受けて、虫歯や歯周病などの

異常な状態は早めに処置し、お口の中を健康に保つこと

が重要です。

スポーツ選手・愛好家の歯、
口、顔、あごのけがの治療

　競技や練習中に転倒、衝突によって、歯、口、顔、あ

ごなどにけがをする場合があります。これらのけがの多

く（顔のけがの多くは医科の対応となります）は歯科で

処置を受けることになります。歯のけがには、歯の破折、

歯の脱臼・脱落などがあります。歯の破折や脱落が生じ

た場合は、破折や脱落した歯を持って歯科医院を受診し

ていただければ戻すことができることも多いです。破折

や脱落時の対応は、破折、脱落した歯を見つけ、歯の根っ

この部分を触らないようにして、流水で洗い、乾燥させ

ないようにして速やかに歯科医院を受診します。この際、

脱落した歯専用の保存液（図 2、ネオ製薬工業株式会社

製、ティースキパーネオ）に漬けてお持ちいただけると、

歯が元に戻せる確率が高くなります。ない場合は牛乳や

水などに漬けて、乾燥させないことが重要です。口や顔

のけがとしては、歯や器具によって切ったり、擦り傷を

生じたりすることがあります。患部を水洗いし、歯科医

院を受診してください。あごのけがとしては骨折などが

あげられます。骨折の程度によっては手術が必要となる

こともあります。

スポーツ選手・愛好家の
歯、口、あごのけがの予防

　スポーツによる歯、口、あごのけがの予防にはマウス

ガードが効果的です。マウスガードを装着すると、歯の

破折、歯の脱臼、口の裂傷、あごの骨折の頻度がかなり

の確率で低下します。また、脳震盪の発生も減少すると

いわれています。しかし、どのようなマウスガードでも

お口のけがの抑制に効果的とは言えません。けがの抑制

に効果的なマウスガードには、衝撃を吸収するのに十分

な厚みがあり、衝突時にはずれることなく、歯やあごに

密着して衝撃のエネルギーを分散できることが必要とな

ります。市販のマウスガードには様々なものがあり、そ

のままの形で口の中に入れるもの、お湯で軟化させて指

で歯の形に合わせるものなどがあります。そのままの形

で口の中に入れるものは一番安価なのですが、厚みが足

りないものも多く、歯やあごの形に合っていないため、

はずれやすく、けがの予防効果は低くなります。お湯で

軟化させて形を合わせるものは、厚みは十分にあるもの

が多いですが、熱くなったマウスガードを短時間で歯や

あごに密着させるのは困難で、衝撃の分散という点で問

題があります。また、厚みの必要でない部分も厚い状態

で、声が出しにくい、口の中がいっぱいになる、吐き気

を催しやすいなどの問題もあります。歯科医院で製作す

るカスタムメイドマウスガード（図 3）は、市販のもの

に比べ高価になりますが、歯型を採って製作するため、

十分な厚みを持ったまま外れにくく作ることができます。

　さらに、不要な部分は極力小さく作ることができるた

め、コンパクトで声が出しやすくなっています。矯正治

療中でも使用できるマウスガードも作ることができます

ので、矯正治療を希望する選手、現在治療中の選手でマ

ウスガードの製作を希望される方は、歯科医師に相談し

てみてください。

３

２

図 2

図 3
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　あごの骨折の予防には下の第 3 大臼歯（親知らず）

の抜歯が効果的な場合もあります。親知らずが斜めに埋

まっている人（図 4）は、親知らずに沿って下あごを骨

折しやすい傾向にあります。コンタクトスポーツをされ

る選手で、親知らずが部分的に生えている選手は要注意

です。骨折予防のため、オフシーズンに事前に抜歯され

ることをお勧めします。

スポーツ選手・愛好家の
競技能力向上

　マウスガード装着によって競技能力が向上するという

データと、影響しないというデータの両方が示されてい

て、最終的には結論が出ていません。これまでの研究で

明らかになったことは、マウスガード装着によって一部

の身体能力については向上するというもので、代表的な

ものには握力や背筋力の上昇と、重心動揺の低下があり

ます。

　握力や背筋力についてはマウスガードを装着し、食い

しばった状態で筋力を測定すると測定値が上昇すること

が示されています。しかし、実際の競技中は食いしばる

ことはごく一瞬であることが多く、競技中のほとんどは

食いしばっていない状態です。また、筋力を発揮すると

きに食いしばらずにあごを固定している選手も多くいま

す。食いしばりには伸展する筋肉と屈曲する筋肉を同時

に発火させる作用があり、関節を固定して大きな力を発

揮する場合には有効ですが、スムーズな動作を妨げるこ

とにもなります。そのため、筋力の測定値の上昇がかな

らずしも競技能力向上にはつながるということにはなら

ないのです。

　重心動揺※ 1 については、マウスガード装着によって

動揺が低下するデータが示されています。よって、ライ

フル射撃や弓道、アーチェリー等のように、的を射る特

性を持ち、姿勢を保つことが重要視される競技において

は、重心動揺の減少が競技能力向上につながり、マウス

ガード装着が効果的かもしれません。

　咬み合わせと身体能力の関連については、受け口（下

あごが前に出ている）の人は立った時の重心が後方に、

出っ歯（上あごが前に出ている）の人は重心が前方にず

れているデータが示されています。咬み合わせが悪い選

手で、重心のバランスが気になる場合は歯科医院に相談

してみてください。

　スポーツに対する歯科医療の関わりは歴史が浅く、

19 世紀末にボクシング選手にマウスガードを提供した

のが始まりとされています。そのため、医科に比べて歯

科の役割はスポーツの現場にも、残念なことに歯科医師

側にもあまり浸透していないと思われます。私が歯学部

の学生だった 20 年前は、大学の講義にスポーツ歯科に

関するものはまったくなく、私自身スポーツ歯科に関

わるようになったのは西暦 2000 年になってからです。

　現在、日本体育協会が日本歯科医師会と連携してス

ポーツデンティストの養成を開始しています。本年度は

第一期のスポーツデンティストが誕生しています。今後

は国体や各種大会でスポーツデンティストがサポートに

つくことになると思います。ぜひ皆様も歯科をもっとご

活用いただければと思います。

※ 1 重心動揺……一般的に言われる「重心や体幹のズレ」のこと

４
図 4

平成28年度 国民体育大会
第36回九州ブロック大会
が本県で開催されます!
県民の皆様の熱い御支援を
よろしくお願いいたします!

ーお知らせー
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事務局　先ずは、全国高校選抜大会３階級制覇、全
国高校総体３階級制覇及び学校対抗優勝、国民体育
大会でのライト級制覇を含む４階級入賞につきまし
て、心よりお祝いを申し上げます。
　１年間の主要な大会でこのような素晴らしい成績
を収められました。特に全国高校総体では学校対抗
で優勝するなど、名実ともに日本一という栄冠を手
に入れられました。この好成績に至った一番の要因
は何だとお考えですか。
長嶺氏　　様々な要因が上手く機能してこの結果に
至ったと思いますが、大きく別けて、２つ程考えら
れます。
　１つ目は日章学園中学校にボクシング部が設立さ
れ、中高での一貫した指導体制が確立されたことです。
　２つ目は練習内容になりますが、年間を通して「走
り込み（ロードワーク）」を徹底して行いました。地
味できつい練習ですが、ごまかしは効かない非常に
大切な練習です。それが実を結んだと感じています。
事務局　強化をする上で、必ず避けては通れない道
がありますね。きつい事から逃げずに向かっていく
姿勢が大切ですね。さて、中高一貫指導の話が出ま
したが、指導等で気を付けていることはありますか。

また、オリンピックや国体を見据えて、女子選手の
発掘・育成についてはどうお考えですか。
長嶺氏　　 中学生の指導については、発育・発達
段階を十分に考慮して指導するように努めていま
す。例えば、高校生と対戦する際は、組合せに十分
な配慮を行っています。また、朝練に関しても中学
生は自由参加とするなど、大きな怪我に繋がらない
ように気を付けています。
　女子選手の発掘・育成に関しては、現在、本校ボ
クシング部には女子部員も多く在籍しています。将
来はこの生徒の中からオリンピックで活躍できる選
手が出ることを期待しています。また、来年度の岩
手国体から成年女子のボクシング競技が正式種目と
なります。本校のＯＧに２名ほど候補選手がいるの
で、継続してコンタクトをとりながら強化していき
たいと思います。
事務局　女子の新種目にも大きな期待がかかると思
いますが、よろしくお願いいたします。
　さて、基本的にボクシング競技は個人競技です。
リングに上がれば自分と相手しかいない孤独な戦い
を強いられますが、メンタル面の強化がとても大切
になってくると思います。何か普段から心掛けてい

　前号では県立小林高校ウエイト
リフティング部監督の内之倉和彦
氏を紹介いたしました。今回は全
国高校選抜大会、全国高校総体、
国民体育大会等で優秀な成績を収
めました、日章学園高校ボクシン
グ部監督である長嶺秀昭氏にお話
を伺いました。

指
導
の

現
場
か
ら 長嶺　秀昭氏

日章学園高等学校　調理科教諭
ボクシング部監督就任６年目
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ることはありますか。
長嶺氏　　強豪校はどこでもそうですが、あいさつ
等を含めた礼儀作法については、徹底して指導をし
ています。それがメンタル面にも繋がっていると思
います。
　また、私自身も選手との信頼関係の構築に努めて
おり、できるだけ選手と時間を共有するようにして
います。私は全ての試合でセコンドにつきます。ラ
ウンドが終わるごとに選手は帰ってくるのですが、
私がセコンドにつくことで何よりも心の支えとなっ
ていると思います。まぁ、それは私の勝手な想像で
すけど（笑）。
事務局　いやいや、長嶺先生がセコンドについてく
れれば、選手にとっては大変心強いことだと思いま
す。苦戦をしていてもモチベーションが上がると思
います。
　さて、これからも日章学園高校ボクシング部の強さ
は続くと思いますが、今後の目標をお聞かせください。

長嶺氏　　先ずは全国高校総体学校対抗で２連覇を
達成することです。その権利があるのは全国でも本
校ボクシング部だけです。また、オリンピックに向
けた育成・強化はもちろんですが、来年度の岩手国
体でも今年以上に得点を獲得したいと考えています。
事務局　ありがとうございます。最後になりますが、
本県スポーツ界が更なる競技力向上を目指す上で、
長嶺先生が考えていらっしゃることがあれば、お聞
かせください。
長嶺氏　　４つほどあります。
　１つ目は、本県が取組を始めようとしている「ス
ポーツタレント発掘事業」の充実です。できるだけ
小学校中学年より実施するなど計画的な取組を期待
しています。
　２つ目は、企業等の就職を含めたサポート体制で
す。上京した優秀なアスリートが帰県したくてもな
かなかできない状況です。
　３つ目は、大きな大会の誘致です。本県は大会前
のキャンプ誘致については定着してきました。しか
し、本大会とキャンプでは大きな違いがあります。
　４つ目は、宮崎の県民性だと思います。素晴らし
いことだと思いますが、「優しさ」、「お人よし」は
勝負事には少なからずマイナスの部分も出てきま
す。それをスポーツで克服したいですね。
事務局　ありがとうございます。長嶺先生が本県の
競技力向上のために、真剣に考えていただいてるこ
とがヒシヒシと伝わってきました。今回は御多忙中
にも関わらず、取材に応じていただいたことに感謝
申し上げます。今後の更なる御活躍を期待しており
ます。

試合中、セコンドに付き、選手を支える長嶺監督

取材を終えて　今回は、本県注目の指導者の一人でもある長嶺秀昭監督にスポットを当てました。日章学園ボクシン
グ部監督三代目で監督就任６年目にしての母校での日本一。この日、テレビ局の取材も入っておりましたが、快く取材に
応じていただきました。「選手と時間を共有する」という指導理念は、勝つために必要な指導像であると確信しました。
　今後は、追われる立場になると思いますが、プレッシャーを次のモチベーションに変え、更なる飛躍を遂げてくれ
ると実感できた取材でした。
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　県立宮崎南高等学校の濵上紀子で
す。本校勤務 5 年目になります。前
任校は本庄高校で、初任から 13 年間
お世話になりました。教科は保健体
育で、専門競技はフェンシングです。 
　私は 1996 年アトランタオリンピッ
クのフェンシング競技女子エペ種目
に、個人と団体で出場しました。その
後、シドニーオリンピック出場を目指
した私は、縁あって宮崎に拠点を移
すことになり、自分の第二の人生（教
員とフェンシング競技選手）が始ま
りました。日本代表チームのコーチや
仲間には、「なぜこのタイミングで宮
崎 ?」と言われましたが、「地方にい
ても、仕事をしていても、やれるんだ !
自分の気持ち一つで工夫しながらや
ればできるんだ !」と思い、当時はこ
の意地が私のモチベーションでした。
　宮崎に来た 18 年前は、自分のこと
だけに専念できました。
　1999 年 5 月から 2000 年 5 月ま
での 1 年間、私はシドニーオリンピッ
ク出場権獲得のための世界ランキン
グマッチに参戦し続けました。代表
合宿に海外遠征、そして宮崎に帰り、
初任者研修、授業、部活動。今思うと、
教員がこんなことをするなんて、「ク
レイジーだな。」と思ってます。ですが、
当時の校長先生をはじめ、保健体育

科の先生方及び学校の先生方はこん
な私を温かく見守ってくださいまし
た。当時の先生方の御理解と御協力
には感謝の気持ちで一杯です。また、
宮崎県体育協会には、個人強化指定
選手にしていただくなど、あらゆる面
でバックアップしていただきました。
本当にありがとうございました。
　結果は残念ながらあと一歩及ばず
オリンピック連続出場は果たせませ
んでしたが、宮崎に来てから 2 年間、
私は人の優しさと強さを肌で感じ、
そして感謝の気持ちを強く持つこと
ができました。そこで、宮崎のフェン
シング競技を盛り上げることが私の
恩返しだと思っています。今もその
気持ちは変わりません。
　その後、結婚、出産を経て、育児
も加わり、私自身を取り巻く環境も、
少しずつ変わっていきました。しかし、
結婚したから、出産したから、といっ
た理由で引退はしたくはありません
でした。むしろ、今度は「お母ちゃん
パワーを世に知らしめてやろう。」と
考え、子連れで合宿に行ったり、ブロッ
ク大会や国体に行ったりしました。さ
すがに試合の時に我が子を放置して
試合するわけにはいかなかったので、
身内にベビーシッターとしてついて
きて貰ったりもしました。経済的には

大変でしたが、夫の理解もあり、フェ
ンシングを続けることでリフレッシュ
もでき、精神的にはとても充実した
日々を送ることができました。
　しかし、8 年前の秋田国体の時、2
歳の長女を実家に預け、10 ヶ月の
長男を連れて行ったのですが、ふと、
子どもを預けたり連れて行ったりす
ることで、周りに何かと負担をかけて
いるのではないかと思い、引退を決
意しました。
　今は、子ども 3 人とも全員小学生
になりました。子どもが小中学生の
うちは私のエネルギーはどうしても
子どもに充てられます。18 年前とは
私自身の環境が変わり、「強化合宿や
県外遠征などこれだけしかできない
のか。」という思いが私の信念を揺さ
ぶります。しかし、宮崎県の教育現
場にフェンシングの指導者が他にい
ないため、競技の普及や競技力向上
を考えると、そちらも頑張らなきゃと、
ここ数年は常に葛藤と戦っています。

「今の環境の中でやれることを今はや
るしかない。」そのように考え、今を
精一杯やっておきたいと思います。
　11 年後の宮崎国体では、監督、選
手という立場で我が子たちと宮崎県
を背負って出場したい。これが今の
私の夢です。

宮崎の輪っ!
チーム宮崎ペンリレー

　前号（209 号）は県高体連理
事長、県立宮崎南高校勤務の木
宮浩二氏にお願いをしました。
今号は県立宮崎南高校フェンシ
ング部顧問の濵上紀子氏にバト
ンタッチされました。
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編 集 後 記

　本年度の国民体育大会第 35 回九州ブロック大会（大分県を中心に開催）は、27 種目突破という結果に終わり、目

標突破数 42 種目を大きく下回ったため、「2015 紀の国わかやま国体」では大変厳しい戦いが予想されました。

　その予想通り、本大会では苦しい戦いを強いられましたが、団体競技のサッカー成年男子が 2 連覇をはじめ、弓道

成年男子近的種目が 2 位、柔道成年男子と空手道組手団体で 4 位という成績を収め、また個人競技においてもゴルフ

競技少年男子の関選手が個人で 2 連覇を達成するなど、記憶に残る好勝負を数多く演じてくれました。残念ながら目

標とする天皇杯 30 位台の目標を達成することはできず、42 位という結果に終わりましたが、今後に繋がる手応えや

課題をつかむことができました。既に来年度の「希望郷いわて国体」の戦いはスタートしています。本県選手団の奮起

を心より期待しています。

　また、来年度は九州ブロック大会が本県で開催されます。地の利を生かし、多くの競技がブロック突破を果たし、「希

望郷いわて国体」で活躍してくれることを願っています。

　さて、本協会の前期事業も滞りなく終了することができました。まだまだ課題等もありますが、それらを真摯に受け

止め、全力で改善に取り組む覚悟であります。今後とも御指導・御鞭

撻の程をよろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、広報誌「宮崎体協」の発刊に際しまして、御

多忙の折、本誌への寄稿・写真提供をいただきました方々に心からお

礼を申し上げ編集後記とさせていただきます。
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県民の皆様の熱い御支援をよろしくお願いいたします!
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